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わ
が
山
辺
町
の
特
産
品
の
サ
ク

ラ
ン
ボ
は
、
昨
年
の
よ
う
な
霜
の

被
害
も
無
く
無
事
に
収
穫
を
終
え

ま
し
た
。
今
年
の
お
味
は
い
か
が

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
サ
ク
ラ
ン

ボ
の
甘
酸
っ
ぱ
さ
は
本
当
に
自
然

の
恵
み
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。
来
年
こ
そ
は
ぜ
ひ
「
や
ま
が

た
紅
王
」
を
味
わ
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
コ
ロ
ナ
禍
が
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
よ
り
よ
う
や
く
落
ち

着
き
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
た

矢
先
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
ま
た
物
価
高
な
ど
の
新

た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
普
通
の
日
常

を
、
一
日
も
早
く
取
り
戻
し
た
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

佐
藤
　
利
和
記

あなたの声をお聞かせください
山辺町消防団の方々からのメッセージ

　
杉
下
の
大
杉
は
樹
齢
が
約
一
千

年
と
推
定
さ
れ
て
お
り
根
本
の
周

り
は
９
・
５
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
が

約
28
メ
ー
ト
ル
と
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
安
時
代
か
ら
神
が
宿
る
御
神

木
と
し
て
数
々
の
伝
説
が
あ
り
、

清
和
源
氏
多
田
満
仲
と
地
区
の
娘

の
間
に
男
の
子
が
生
ま
れ
た
と
さ

れ
、
こ
の
杉
の
皮
を
煎
じ
て
飲
む

と
産
婦
の
乳
の
出
が
良
く
な
る
と

い
う
伝
承
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

直
立
す
る
姿
が
天
に
飛
翔
す
る
姿

に
た
と
え
ら
れ
「
蟠
龍
の
大
杉
」

と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
町
民
の

皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
そ
の
勇
壮
な
姿
を

じ
か
に
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
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定例会
町政のここはどうする？ 一般質問
議会報告会「未来を話す会」
臨時会
新しいまちへの挑戦 議会活動報告

龍にもたとえられる
ダイナミックな姿

写真／杉下の大杉
（関連記事 12ページ）
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自
分
が
入
団
し
た
頃
は
消
防
団
活
動
と
言

え
ば
火
災
消
火
活
動
が
主
な
活
動
で
し
た
が
、

現
在
は
自
然
災
害
対
応
の
方
が
断
然
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
は
予
想

以
上
に
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

世
界
各
地
で
は
気
温
上
昇
に
伴
う
林
野
火

災
や
大
雨
、
大
洪
水
や
巨
大
な
竜
巻
な
ど
数

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
本
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
毎
年
日
本
の
ど
こ
か
で
大
雨

に
よ
る
洪
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
今
年
５
月
、
６
月
は
突
風
や
巨
大
な
ひ
ょ

う
の
被
害
が
関
東
や
山
形
県
内
で
も
発
生
し

ま
し
た
。
我
が
山
辺
町
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

令
和
元
年
10
月
の
台
風
に
よ
る
大
雨
被
害
。

翌
２
年
７
月
の
梅
雨
末
期
の
大
雨
に
よ
る
内

水
氾
濫
で
は
大
門
、
三
河
尻
地
区
で
床
上
浸

水
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
町
内
各
地
区

で
土
砂
崩
れ
被
害
も
多
数
発
生
し
ま
し
た
が

人
的
被
害
だ
け
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
山
辺
町
で
は
避
難
所
を
開
設
し
、
多
く

の
皆
さ
ん
が
避
難
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
地
震
活
動
は
予
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
台
風
や
大
雨
は
天

気
予
報
で
あ
る
程
度
予
測
で
き
ま
す
。
自
分

の
所
は
大
丈
夫
、
自
分
は
大
丈
夫
と
思
わ
ず

早
め
の
避
難
、
早
め
の
行
動
を
と
っ
て
下
さ

い
。
避
難
す
る
際
に
は
、
余
裕
が
あ
れ
ば
飴

や
ク
ッ
キ
ー
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
持
っ
て

行
く
と
空
腹
を
し
の
げ
ま
す
。
ま
た
、
膝
下

く
ら
い
ま
で
水
が
来
て
し
ま
っ
た
ら
長
靴
で

は
な
く
運
動
靴
な
ど
で
！
長
靴
は
水
が
入
っ

て
歩
き
づ
ら
く
危
険
で
す
。
ス
リ
ッ
パ
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
そ
う
な
る
前
に
早
め

の
避
難
を
し
て
下
さ
い
。

　

大
切
な
人
、
大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に

勇
気
あ
る
決
断
を
お
願
い
し
ま
す
。

山辺町消防団長

菅井 康博さん
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請　願

原油価格・物価の高騰原油価格・物価の高騰　からから
暮らしを守るために今暮らしを守るために今　後も支援拡大を後も支援拡大を

第２回定例会
６月８日～10日

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

第
２
回
定
例
会
が
６
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
７
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
辺
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
制
定
が
１
件
、
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
の
選
挙
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
山
辺
町
副
町
長
の
選
任
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
イ
ン
式
消
毒
保
管
機
購
入
事
業
契
約
の
締
結
な
ど
各
１
件
、
議
員
発
議
２
件
の
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て
も
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

主な補正内容

○子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯分）給付事業 ………1037万円の増

○新型コロナウイルスワクチン接種事業……………………………2967万円の増

○山辺温泉保養センター原油価格・物価高騰対策支援 …………… 350万円の増

○担い手育成支援事業………………………………………………… 392万円の増

○町営近江住宅２号棟屋根防水外壁補修工事………………………1420万円の増

○町営芦沢住宅１・２号棟外壁アスベスト調査委託料 ……………… 78万円の増

○ふるさと資料館補修工事…………………………………………… 116万円の増

歳入歳出にそれぞれ 6481 万円を追加し
歳入歳出の総額58億 2118万円に

令和４年度　一般会計補正予算 条
例
の
制
定

○
山
辺
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
が

減
少
し
た
世
帯
に
係
る
国
保
税
減
免
を
、

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

人
事
案
件

○
山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
員
の
選
挙

　

安
達
春
彦

　

渡
邉
裕
二

　

の
２
氏
を
再
選

○
山
辺
町
副
町
長
選
任
の
同
意

　

佐
藤
正
彰
氏
︵
要
害
︶

請 願 名 令和４年度水田活用の直接支払交付金の見直しに関する請願

請 願 者 山形農業協同組合　代表理事組合長　岡崎 輝明
山形農協農政対策協議会　会　長　　岡崎 輝明

趣 旨 今後５年間に一度も水張りを行わない水田に対して補助金の交付対象水田から除外され
ることにより、耕作放棄地や離農者の増加などが懸念される。将来にわたって安定的な
営農・農地の維持が展望できるよう、適切かつ万全な対策を求める。

紹 介 議 員 神保 稔 結 　 果 採択

３月の地震でひび割れが生じたふるさと資料館

事
業
契
約
の
締
結

○
ト
ラ
ッ
ク
イ
ン
式
消
毒
保
管
機
の
購
入

平
成
２
年
よ
り
使
用
の
消
毒
保
管
機
を
更
新

　

契
約
の
相
手
方

　

日
本
調
理
機
株
式
会
社
東
北
支
店

　

山
形
営
業
所

　

契
約
金
額　

１
３
８
６
万
円
︵
税
込
︶

議
員
発
議

○
議
員
の
派
遣

　

議
員
の
識
見
拡
大
と
議
会
の
活
性
化
、

円
滑
な
議
会
運
営
に
資
す
る
た
め
、
各
種

会
議
、
研
修
会
な
ど
に
議
員
を
派
遣
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

○
意
見
書
の
提
出

　
「
令
和
４
年
度
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書
」
を
国

会
及
び
関
係
大
臣
に
提
出
。
な
お
、
県
選

出
国
会
議
員
へ
も
意
見
書
の
写
し
を
送
付

す
る
。

報
　
　
告

○
議
員
の
派
遣
報
告

　

議
員
５
名
が
「
近
江
老
人
ク
ラ
ブ
あ
け

ぼ
の
会
」
の
要
請
に
よ
り
意
見
交
換
に
派

遣
さ
れ
た
。

夏休みに更新される給食用食器の消毒保管機
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６月の定例議会では、７名の議員が一般質問を行いました。

定例会のお知らせ

質問

６
期
目
の
任
期
満
了

を
迎
え
、
当
時
の
思

い
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答弁

町
民
の
幸
せ
の
実
現
、

近
隣
市
町
と
の
連
携

を
充
実
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
町
政
運

営
を
担
っ
て
い
き
た
い
。

質問

町
長
に
な
る
前
よ
り

町
民
が
幸
せ
を
実
感

で
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
か
。
そ
の
客
観
的
達
成

指
標
は
。

答弁

山
形
市
と
の
合
併
を

掲
げ
、
町
民
の
安
寧

の
た
め
全
力
を
投
入
し
、

町
長
選
挙
の
た
び
に
そ
れ

ら
の
評
価
を
受
け
て
き
た
。

質問

小
鶴
沢
川
、
須
川
改

修
工
事
、国
道
１
１
２

号
バ
イ
パ
ス
化
に
つ
い
て

は
、
完
成
ま
で
長
い
時
間

を
必
要
と
す
る
と
思
う
が
。

答弁

国
・
県
の
力
を
借
り

る
た
め
、
陳
情
な
ど

を
行
い
予
算
を
確
保
し
て

き
た
。事
業
推
進
の
た
め
、

い
ち
早
く
着
手
・
着
工
を

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質問

町
独
自
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
町
外
へ
の

情
報
発
信
に
つ
い
て
ど
う

い
う
戦
略
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答弁

町
内
の
自
慢
の
産
品

が
内
外
で
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
、検
討
課
題
と
し
た
い
。

質問

利
活
用
が
進
ん
で
い

な
い
小
・
中
学
校
跡

地
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
の
具

町内外への情報発信により、協同と地域活性化を

町政町政ののここここははどうする？どうする？
　一般質問は、議員が町の行財政や将来に対する考え方などを問い、適切な町政運営を進め
ているかチェックするものです。山辺町議会では、年４回の定例会で議員が一般質問をして
います。

一般質問

体
的
な
方
向
性
な
ど
、
今

後
の
情
報
発
信
を
ど
う
し

て
い
く
か
。

答弁

総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
、
町
と
し
て
の

利
活
用
方
針
が
決
定
さ
れ

た
段
階
で
、
広
く
情
報
発

信
を
し
て
い
く
。

質問

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
を
活

用
し
て
情
報
発
信
に

努
め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

い
つ
ま
で
に
発
信
し
て
い

く
の
か
。

答弁

以
前
は
「
か
お
り
の

広
場
通
信
」
を
発
信

し
て
い
た
。
今
後
は
、
花

の
生
育
状
況
な
ど
そ
の
都

度
お
知
ら
せ
し
た
い
。

町ホームページ
山辺町議会内で
議会中継を
発信中!!

※ 一般質問は、一問一答方式ですが、
紙面の関係で主な質問と答弁を要約
して掲載しています。

質問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る

町
民
へ
の
心
の
ケ
ア
は
。

答弁

村
山
保
健
所
な
ど
の

「
こ
こ
ろ
の
健
康
電

話
相
談
窓
口
」
の
照
会
や

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
、
引
き
続
き
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

心
の
ケ
ア
に
努
め
て
い

く
。

質問

町
内
の
疾
病
状
況
と

未
受
診
者
へ
の
勧
奨

は
。

答弁
「
糖
尿
病
有
病
者
」

「
脳
血
管
疾
患
」「
脂

質
異
常
症
」
が
県
内
で
も

上
位
に
あ
る
。
今
後
は
、

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
、
重
症
化
へ
の
未
然

防
止
な
ど
健
康
へ
の
動
機

づ
け
に
向
け
た
事
業
の
推

進
に
努
め
て
い
く
。

質問

災
害
時
町
民
の
安
全
・

安
心
の
施
策
は
。

答弁

災
害
に
強
い
、
協
働

と
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
鋭
意

努
力
し
て
き
た
。
長
年
の

懸
案
だ
っ
た
消
防
の
常
備

化
と
迅
速
な
消
防
救
急
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
事

務
委
託
の
協
定
を
山
形
市

と
締
結
し
、
消
防
力
の
向

上
を
図
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
町
内
全
域
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
に
よ
る
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

を
整
備
し
、
防
災
放
送
シ

ス
テ
ム
で
災
害
時
の
緊
急

放
送
な
ど
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
町
自
主
防
災

組
織
連
絡
協
議
会
を
設
立

し
各
地
区
で
防
災
訓
練
の

実
施
な
ど
防
災
意
識
の
高

揚
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
支
援
事
業

を
開
始
し
、
多
く
の
か
た

質問

就
労
状
況
に
配
慮
し

た
土
曜
日
な
ど
の
受

診
は
。

答弁

土
曜
日
の
検
診
は
年

に
２
回
ほ
ど
実
施
し

て
い
る
が
、
今
後
希
望
者

が
増
え
た
場
合
に
は
調
整

し
て
い
く
。

質問

働
き
盛
り
期
へ
の
ペ
ッ

ト
Ｃ
Ｔ
検
診
へ
の
助

成
は
。

答弁

村
山
管
内
市
町
で
の

助
成
の
実
態
は
な
い

が
、
情
報
収
集
に
努
め
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

次
期
町
長
選
挙
へ
の
出
馬

の
意
思
は

質問

財
源
確
保
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
社

会
、
市
町
合
併
に
向
け
た

が
た
が
救
助
さ
れ
て
い
る
。

質問

若
年
層
の
定
住
促
進

に
欠
か
せ
な
い
企
業

誘
致
は
。

答弁

嶋
ノ
前
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
る
宅
地

分
譲
に
伴
う
大
型
ス
ー

パ
ー
や
薬
局
の
出
店
、
幹

線
道
路
沿
い
に
は
大
手
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

医
療
機
関
な
ど
、
主
に
町

民
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ

な
い
施
設
が
立
地
し
、

生
活
の
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
た
。

質問

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
今
後
の
整
備

は
。

答弁

新
た
な
下
水
道

管
の
整
備
予
定

は
な
い
が
下
水
道
事

業
認
可
区
域
内
で
宅

健診意識の高揚
町長選への対応

再出馬

健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た

健
診
事
業
の
推
進
は

秋
の
町
長
選
挙
で

再
選
を
目
指
す
の
か

（
町
長
）「
年
に
一
度
の
検
診
」
の
重

要
性
を
啓
発
し
、
活
動
の
推
進
に
努

め
る

神保　　稔

（
町
長
）
立
候
補
を
決
意

斉藤　昭彦

健康寿命延伸を目指したピンとシャン教室

宅地分譲で整備された街並み

考
え
は
。

答弁

新
た
な
財
源
の
確
保

の
検
討
や
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
た
各
種
施
策
を
推

進
し
、「
山
辺
町
」
に
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
こ
と

を
第
一
に
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

合
併
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
連
携
中
枢
都
市
圏
に

お
け
る
取
組
み
を
推
進
し
、

各
分
野
を
総
合
的
に
考
慮

し
た
う
え
で
、
町
民
の
意

向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に
は

検
討
し
て
い
く
。

　
「
公
平
・
公
正
・
公
開
」

を
基
本
理
念
に
立
候
補
を

決
意
し
た
。

地
造
成
な
ど
の
開
発
行
為

に
伴
い
、
下
水
道
管
の
布

設
工
事
の
際
は
開
発
指
導

要
綱
の
基
準
に
沿
っ
た
整

備
を
開
発
者
に
指
導
し
て

い
く
。
ま
た
、
簡
易
水
道

施
設
に
関
し
て
は
、
安
全

で
安
心
な
水
道
水
を
供
給

す
る
よ
う
に
努
め
る
。

質問

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ

の
対
応
は
。

答弁

流
行
が
終
息
し
た
後
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
な

ど
か
ら
得
た
知
見
や
教
訓

を
生
か
し
、
感
染
拡
大
防

止
に
し
っ
か
り
取
り
組
み

な
が
ら
、
日
常
生
活
や
経

済
活
動
を
取
り
戻
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

安達　春彦　　　　　　　　　　町長選出馬と今後の課題、
 情報発信力の強化を

今後の取組

神保　　稔　　　　　　　　　　①遠藤町長の次期町長選挙への出馬の意思は
　　　　　　　　　　　　　　　②健康寿命延伸に向けた健診事業の推進は

健診意識の高揚
町長選への対応

斉藤　昭彦　　　　　　　　　　秋の町長選挙で再選を目指すのか再出馬

遠藤真由美　　　　　　　　　　スポーツを通して
 みんながつながるまちとは

スポーツ振興

武田啓一郎　　　　　　　　　　空き家の対応
　　　　　　　　　　　　　　　　町と町内会の連携を

空家対策

竹俣　　朋　　　　　　　　　　町土・山間部を守る対策は町土保全

峯田　　博　　　　　　　　　　軽度・中程度の
 難聴者への支援拡大は

軽度難聴者への支援

次回の定例会は９月です。
傍聴については、町ホームページをご覧
ください。
電話 023-667-1117（議会事務局）

今後の
取組

町
長
選
出
馬
と
今
後
の
課
題
、

情
報
発
信
力
の
強
化
を

（
町
長
）
今
後
と
も
町
政
の
振
興
発

展
を
推
進
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
、

情
報
発
信
に
努
め
る

安達　春彦
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質問

中
山
間
地
域
の
位
置

付
け
は
。

答弁

中
山
間
地
域
は
丘
陵

地
域
に
区
分
さ
れ
、

主
に
中
地
区
、
作
谷
沢
地

区
が
該
当
す
る
。
豊
か
な

自
然
環
境
と
景
観
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
産
業
面
で
は

高
冷
地
や
湧
水
を
活
か
し

た
営
農
が
行
わ
れ
て
い
る
。

観
光
面
で
は
大
蕨
の
棚
田

や
作
谷
沢
の
湧
水
群
を
求

め
て
、
多
く
の
人
が
訪
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域

特
性
か
ら
、
森
林
お
よ
び

農
業
生
産
環
境
の
保
全
を

図
り
な
が
ら
、
観
光
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

質問

人
的
交
流
で
の
施
策

は
。

答弁

各
地
区
の
有
志
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

質問

町
の
第
５
次
総
合
計

画
や
第
２
期
総
合
戦

略
の
柱
に「
高
齢
者
福
祉
」

や
「
障
が
い
者
福
祉
」
の

充
実
が
掲
げ
ら
れ
、
具
体

的
施
策
が
進
行
中
だ
。
し

か
し
、
そ
の
中
に
18
歳
以

上
で
障
が
い
等
級
６
級
に

も
該
当
し
な
い
「
軽
度
・

中
程
度
難
聴
者
」
へ
の
支

援
は
な
い
。「
軽
度
・
中

程
度
難
聴
」
で
も
、
実
生

活
で
は
か
な
り
障
害
を
感

じ
る
が
具
体
的
支
援
は
。

答弁

４
月
１
日
現
在
で
町

内
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
約
４
７
５
０
人
。

対
象
者
が
相
当
数
に
な
る

と
見
込
ま
れ
、
長
期
的
に

大
き
な
財
政
負
担
を
伴
う

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
町

単
独
で
の
創
設
は
極
め
て

難
し
い
。

質問

人
口
減
少
化
と
家
族

持
家
形
態
の
社
会
的

変
化
に
よ
り
、
町
内
で
も

空
き
家
と
な
る
家
屋
が
、

年
を
追
う
ご
と
に
増
え
て

い
る
。隣
近
所
に
限
ら
ず
、

町
内
会
や
地
区
に
言
い
知

れ
ぬ
寂
し
さ
と
防
犯
上
の

大
き
な
不
安
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
多
く
の
町
内
会

や
地
区
で
、
そ
の
対
応
に

悩
み
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

　

町
内
会
、
地
域
の
不
安

解
消
策
と
し
て
、
町
と
連

携
し
て
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
。

答弁

町
空
家
対
策
計
画
を

策
定
し
対
策
に
あ

た
っ
て
き
た
。
計
画
の
中

間
年
度
で
あ
り
、
具
体
的

な
施
策
の
検
証
を
行
い
町

内
の
空
き
家
の
実
態
を
示

し
た
い
。

　

空
き
家
に
な
っ
た
家
を

一
番
身
近
で
早
く
認
知
で

ど
で
行
な
っ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

地
域
内
外
を
問
わ
ず
大
勢

の
方
が
参
加
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
中
山
間
地
域

に
お
い
て
活
発
な
交
流
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
活

動
を
支
援
し
て
い
く
。

質問

森
林
環
境
譲
与
税
の

利
活
用
状
況
は
。

答弁

令
和
元
年
度

か
ら
３
年
度

に
か
け
て
、
町
内

森
林
の
民
有
人
工

林
に
つ
い
て
分
析

し
、
今
後
の
森
林

経
営
や
森
林
管
理

制
度
の
適
正
推
進

を
実
現
す
る
た
め

の
基
本
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
総

合
的
に
判
断
し

「
経
済
林
」
と
「
環

境
林
」に
区
分
し
、

質問

人
生
百
年
時
代
と
言

わ
れ
、
高
齢
者
の
健

康
寿
命
を
延
ば
す
視
点
か

ら
、支
援
制
度
の
実
現
は
。

答弁

本
町
の
高
齢
化
率
は
、

令
和
４
年
４
月
１
日

現
在
、
34
・
４
％
と
な
っ

て
お
り
、
３
人
に
１
人
以

上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
。

加
齢
に
伴
う
聴
力
の
低
下

は
、
人
と
の
会
話
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
と
れ
ず
、
社
会
参

加
へ
の
意
欲
が
減
少
し
、

心
身
の
虚
弱
、
認
知
機
能

の
低
下
、
ひ
い
て
は
引
き

こ
も
り
に
つ
な
が
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能

力
低
下
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
複
雑
に
関
連
す
る
も

の
。
全
て
の
要
因
に
「
一

人
ひ
と
り
」
対
応
す
る
こ

と
は
極
め
て
困
難
。
高
齢

者
と
会
話
す
る
際
は
「
耳

き
る
の
は
町
内
会
。
転
出

な
ど
に
よ
り
空
き
家
と
な

り
、「
放
置
空
き
家
」
で

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ

な
い
よ
う
、
町
と
町
内
会

で
、
空
き
家
に
関
す
る
情

報
の
連
携
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
く
。

質問

空
き
家
と
な
れ
ば
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
の

漏
電
漏
水
、
庭
木
管
理
で

は
雑
草
繁
茂
や

害
虫
発
生
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
。

公
的
サ
ー
ビ
ス

や
危
険
物
に
関

し
て
、
町
が
手

続
き
に
関
し
て

調
整
役
を
果
た

せ
な
い
か
。

答弁

令
和
３
年

度
、
老
朽

危
険
空
き
家
へ

の
対
応
依
頼
や
、

各
年
度
に
お
い
て
調
査
・

事
業
を
進
め
、
令
和
21
年

度
終
了
を
見
込
ん
で
い

る
。

質問

林
業
を
生
業
に
し
て

も
、
木
材
と
な
る
ま

で
30
年
も
50
年
も
か
か
る

が
、
所
得
の
補
完
産
業
の

考
え
は
。

答弁

ま
ず
は
「
経
済
林
」

「
環
境
林
」
の
区
分

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま

だ
「
経
済
林
」
と
な
る
か

も
わ
か
ら
な
い
。
所
得
の

補
完
産
業
は
次
の
施
策
と

考
え
る
。

が
聞
こ
え
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
」
こ
と
を
意
識
し
て

対
応
し
て
い
く
。
支
援
制

度
は
現
行
ど
お
り
の
運
用

を
図
る
。

質問

補
聴
器
の
聞
こ
え
を

支
援
す
る
磁
気
ル
ー

プ
が
あ
る
。
ホ
ー
ル
や
会

議
室
・
教
室
な
ど
に
設
置
、

あ
る
い
は
携
帯
型
の
導
入

は
。

答弁

現
段
階
で
は
施
設
ご

と
に
磁
気
ル
ー
プ
を

設
置
す
る
こ
と
は
財
政
負

担
を
伴
う
も
の
で
考
え
て

い
な
い
。
携
帯
型
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
が

不
透
明
で
あ
り
、
把
握
が

必
要
。
現
段
階
で
は
導
入

は
考
え
て
い
な
い
。

放
任
さ
れ
て
い
る
庭
木
へ

の
対
応
依
頼
な
ど
12
件
の

相
談
が
あ
っ
た
。
町
が
直

接
対
応
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

適
正
に
管
理
す
る
義
務
は

所
有
者
や
管
理
者
な
ど
に

あ
る
こ
と
を
、
引
き
続
き

チ
ラ
シ
な
ど
の
内
容
を
空

家
特
措
法
な
ど
に
よ
り
検

討
し
て
、
指
導
や
啓
発
を

し
て
い
く
。

　

県
宅
建
協
会
が
独
自
の

「
空
き
家
相
談
専
門
士
」

の
資
格
制
度
を
立
ち
上
げ

て
い
る
。
派
遣
も
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
の
で
、
ど

の
よ
う
な
連
携
が
で
き
る

か
も
検
討
し
て
い
く
。

町土保全

町
土
・
山
間
部
を
守
る
対
策
は

（
町
長
）
森
林
の
保
全
や
農
林
業
を

は
じ
め
と
し
た
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
推
進
し
て
い
く

竹俣　　朋

空き家となる時、電気・ガス・水道・石油の手続きチェック。
そして町内会・町にお話を…補聴器の各種

スポーツ
振興

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

�

み
ん
な
が
つ
な
が
る
ま
ち
と
は

（
町
長
）「
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」

の
３
つ
の
基
本
理
念
達
成
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く

遠藤真由美

空家対策

空
き
家
の
対
応

�

町
と
町
内
会
の
連
携
を

（
町
長
）
情
報
の
連
携
が
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
く

武田啓一郎

軽度難聴者
への支援

軽
度
・
中
程
度
の

�

難
聴
者
へ
の
支
援
拡
大
は

（
町
長
）町
の
高
齢
者
は
約
５
千
人
弱
。

町
単
独
の
創
設
は
財
政
的
に
難
し
い

峯田　　博

整備された森林は山も平地をも守る

質問

今
年
３
月
に
開
催
さ

れ
た
、
中
央
公
園
を

楽
し
く
す
る
イ
ベ
ン
ト「
の

べ
ラ
ボ
」
は
、
多
く
の
親

子
の
参
加
が
あ
り
今
後
が

楽
し
み
だ
。
今
年
度
の
方

向
性
や
親
子
以
外
の
対
象

者
も
考
え
て
い
る
か
。

答弁
「
の
べ
ラ
ボ
」
は
「
東

北
芸
術
工
科
大
学
」

「
株
式
会
社
パ
ス
ラ
ボ
」

「
山
辺
町
」
の
三
者
そ
れ

ぞ
れ
が
「
保
有
す
る
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
地
域

産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
活
力
あ
る
個
性

豊
か
な
地
域
社
会
の
形

成
・
振
興
お
よ
び
人
材
育

成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
締
結
し
た
。
三
者

が
知
恵
を
出
し
合
い
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で

き
る
も
の
を
開
催
し
て
い

く
。

質問

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
人

気
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
は
駐
車
場
な
ど
で
滑
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

練
習
場
所
を
探
し
て
問
い

合
わ
せ
も
あ
る
よ
う
だ
。

ま
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

設
置
の
要
望
も
聞
い
て
い

る
。
推
進
計
画
の
「
未
来

に
つ
な
が
る
ス
ポ
ー
ツ
環

境
つ
く
り
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
中
央
公
園
の
東
屋

周
辺
に
計
画
で
き
な
い
か
。

答弁

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な

ど
の
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
数
年
前

よ
り
中
央

公
園
の
南

側
駐
車
場

と
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド

の
間
に
あ

る
２
つ
の

通
路
で
可

能
と
し
て

き
た
が
専
用
で
は
な
い
。

ま
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

の
ス
ペ
ー
ス
確
保
も
現
時

点
で
は
難
し
い
。
東
屋
周

辺
に
は
池
や
樹
木
も
あ
り
、

中
央
公
園
内
の
配
置
の
検

討
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

質問

幅
広
い
世
代
が
楽
し

く
気
軽
に
参
加
で
き

る
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
な

ど
の
開
催
は
ど
う
か
。

答弁

体
育
館
の
指
定
管
理

者
「
株
式
会
社
パ
ス

ラ
ボ
」
が
中
央
公
園
内
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

標
識
や
看
板
の
設
置
準
備

を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
資
源
も
活

用
し
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
す
る
。スリーポイントシュートの練習がで

きるシンプルなスペースでも充分
（仙台市内の公園）
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ご参加いただきありがとうございました

１　議員定数を減らして、報酬を上げたらど
うか。このままでは議員のなり手がいなく
なると思う。

２　高齢化もあり除雪オペレーターが少ない。
豪雪の際は大変ではないか。建設業界で冬
期間の人員を確保できるような仕組みが必
要ではないのか。

３　排雪作業はエリアなどで差がある。幹線
道路ばかりでなく、高齢者や子どもたちが
多く通行する生活道路も排雪してほしい。

４　除雪の時に、自宅前に大量に雪を寄せて
いくが、何とかしてほしい。

５　ブロック協議会について、ここ数年はコ
ロナ禍も影響しているかもしれないが、活
動をしていないブロックがある。地域によ
るのかもしれない。

６　有害鳥獣のイノシシを捕まえている。豚
熱の影響で、捕獲後は地中深く（１ｍ）埋
めるしかない。処分方法の明確化や、きち
んとした処分場を設けられないのか。

７　年に１回の防災訓練ではどうなのか。夜
回り火の用心など継続的なしかけも必要。

８　町内会などにある、消防ホースのノズル
やパッキンが劣化している。補助がほしい。

第12回議会報告会
未未 来来

をを 話話 すす 会会 　12回目となる議会報告会を６月４日（土）に、中央公民館で開催しました。
　今回は参加者と議員がひとつになりじっくりと話し合いを行いました。
　農繁期の開催となり、参加人数は少なかったものの、全員の声を聴くことができました。
　いただいたご意見は、今後のまちづくりに活かしていきます。

９　一昨年の7月豪雨で堰が埋まったままに
なっている（旧山辺中東側）。

10　少子化による人口減少が加速している。
将来を担う子どもが増えないと町は成り立
たないのでは。

11　コロナ禍で公民館事業も中止が相次ぎ、
コミュニケーションが希薄化し、孤立して
いる人たちも増えている。今こそ社会福祉
協議会の出番ではないか。

12　旧山辺中、旧大寺小など、遊休施設が増
えている。利活用を進めてほしい。

13　街灯のLED照明も寿命が近づいている。
補助金制度を考えてほしい。

14　議会報告会を農繁期に開催するのに疑問
を感じる。参加したくてもできない。時期
の検討を。

15　若手も参加できる魅力ある議会報告会に
してほしい。

16　報告会での意見が反映されているのかわ
からない。フィードバックしてほしい。

皆さまから頂いたご意見は、各常任 委員会にて検討させていただきます。
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第２回
臨時会

じりん

新しい町への挑戦

　

冬
期
間
の
豪
雪
に
よ
り
安
達
峰
一
郎
生
家
屋
根

雪
害
の
報
告
を
受
け
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
を

開
催
し
４
月
７
日
に
現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
家
は
平
成
27
年
か
ら
29
年
の
３
カ
年
に
わ
た

り
修
繕
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
の
ポ
イ
ン
ト

は
早
急
に
応
急
措
置
を
施
す
も
の
で
あ
り
、
建
物
の

維
持
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
茅
葺
職
人
も
減
少
し
、

す
ぐ
に
対
応
が
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
町
文
化
財
で
も
あ
る
安
達
峰
一
郎
生
家

の
位
置
付
け
も
協
議
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
３
月
16
日
に
発
生
し
た
地
震

に
よ
り
被
害
が
あ
っ
た
山
辺
町
ふ
る
さ
と
資
料
館

北
蔵
内
外
壁
の
現
場
視
察
と
、
旧
中
学
校
の
現
状

確
認
を
６
月
28
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
資
料
館
の
今
後
の
計
画
は
、
ク
ラ
ッ

ク
や
剥
離
に
よ
る
被
害
を
修
繕
す
る
工
事
と
し
て

外
壁
修
繕
工
事
・
大
戸
前
枠
蛇
腹
上
部
修
繕
工
事
・

内
壁
修
繕
工
事
な
ど
通
常
運
営
を
し
な
が
ら
、
令

和
４
年
９
月
30
日
ま
で
の
工
期
で
実
施
し
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
漆
喰
蔵
の
特

性
を
活
か
す
た
め
、
専
門
的
見
地
を
取
り
入
れ
た

維
持
管
理
を
望
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

旧
山
辺
中
学
校
の

現
在
の
維
持
管
理
で
は
、

早
急
な
不
要
車
両
の
処

分
、
安
全
性
確
保
の
た

め
点
検
巡
回
や
除
草
回

数
の
妥
当
性
を
確
保
し
、

風
評
も
含
め
た
劣
悪
な

環
境
に
な
ら
な
い
管
理

を
強
く
望
み
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
７
月
豪
雨
災
害
で
町
が
国
の

認
定
を
受
け
対
応
し
、
令
和
３
年
度
へ
繰
越
と

し
た
災
害
工
事
件
数
は
10
件
あ
り
ま
し
た
が
、

令
和
３
年
度
に
工
事
が
全
て
完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
工
事
費
が
高
額
で
あ
り
効
果
が

分
か
り
や
す
い
現
場
４
カ
所
︵
大
寺
金
沢
線
災

害
復
旧
現
場
２
カ
所
、
相
ノ
沢
萱
場
線
災
害
復

旧
現
場
、
簗
沢
玉
虫
線
災
害
復
旧
現
場
︶
の
視

察
を
４
月
14
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

同
行
し
た
建
設
課
長
、
係
長
よ
り
説
明
を
受

け
、
い
ず
れ
の
現
場
も
町
内
の
業
者
が
受
注
業

者
と
な
り
、
一
部
の
特
殊
な
工
法
を
除
き
施
工

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
安
心
感
の
持
て
る
綺
麗

な
工
事
完
了
現
場
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
の
認
定
が
出
な
か
っ
た
一
部
が
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
覆
わ
れ
て
い
た
り
と
「
ま
た
あ
の
よ
う
な

豪
雨
が
あ
れ
ば
心
配
」
と
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
建
設
課
長
よ
り
、
豪
雪
に
よ
る
災
害

の
ま
と
め
︵
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
か
ら
の
聞
き

取
り
な
ど
35
件
︶
の
報
告
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も

保
険
対
応
な
ど
で
す
べ
て
完
了
し
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

視
察
の
途
中
、

現
場
の
１
カ
所
近

辺
の
沢
に
、
不
用

と
な
っ
た
家
庭
用

品
の
不
法
投
棄
が

見
ら
れ
た
こ
と
は

残
念
で
し
た
。

施
設
の
有
効
活
用
と
安
全
を

確
保
し
た
維
持
管
理
の
徹
底
を

一
昨
年
の
豪
雨
災
害
繰
越
工
事

完
了
現
場
視
察

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
の
広
報
研
修
会
が

７
月
13
日
に
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
で
行
わ
れ
、「
住

民
に
読
ま
れ
、
伝
わ
る
議
会
の
存
在
感
高
め
る
」

と
題
し
て
、
議
会
広
報
の
基
本
と
編
集
方
法
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。

　
「
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
議
会
活
動
も
、
そ

れ
を
住
民
が
知
ら
な
け
れ
ば
、
評
価
は
な
き
に

等
し
い
。
住
民
が
知
り
た
い
こ
と
と
議
会
が
伝

え
た
い
こ
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
企
画
の
基
本
。

議
会
の
活
動
が
住
民
に
伝
わ
り
、
理
解
さ
れ
る

ま
で
が
議
会
の
責
任
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り
を
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
議
会
活
動
が
わ
か

り
や
す
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
読
み
や

す
い
紙
面
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

山
辺
議
会
だ
よ
り
は
２
０
２
２
年
１
月
号

︵
１
１
５
号
︶
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
文
が
読
み
た
く
な
る
「
見
出
し
」
が
重
要
で

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
広
報
委
員
会
の
編
集

は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
も
各
議
員

が
編
集
し
、
皆
さ
ん

が
読
み
た
く
な
る
文

章
を
作
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
町
に
な
っ

て
ほ
し
い
！
な
ど
の

皆
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

広
報
研
修
２
０
２
２

誰
の
た
め
？
何
の
た
め
の
広
報
か
！

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

広
報
常
任
委
員
会

工事が完了した現場
（大寺金沢線）

各町の広報に具体的な添削も

山辺の大切な財産、さらなる維持
管理を望む

４月19日

臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

　

令
和
４
年
４
月
19
日
、
第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、（
町
税
条
例
と
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
お
よ
び
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
））
の
専※

決
処
分
。
令
和
４
年
度
（
一
般
会
計
補
正
予
算
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
お
よ

び
公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
）
に
つ
い
て
町
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

感染症対策により感染症対策により

町内小学校の町内小学校の
トイレを洋式化トイレを洋式化

専決処分とは…地方公共団体の議会が議決ま
たは決定すべき事項を、特定の場合に限り、地
方公共団体の長が議会に代わって処理すること。

繰越明許費とは…歳出予算の経費のうち、年
度内にその支出を終わらない見込みのあるも
のについて、翌年度に繰り越して使用する経費。

条
例
改
正
・
議
案
審
議

条
例
改
正
・
議
案
審
議

山
形
県
知
事
へ
重
要
施
策
の
要
望

　

樋
口
議
長
が
山
辺
町
長
・
鈴
木
県
議
会
議
員
と
共
に
６
月
17
日
、

県
庁
お
よ
び
村
山
総
合
支
庁
に
山
辺
町
重
要
施
策
の
要
望
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
子
育
て
支
援
医
療
給
付
の
制
度
化
に
つ
い
て

　

す
べ
て
の
子
ど
も
が
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
を
完
全
無
料
に
す
る

医
療
費
給
付
制
度
の
創
設
を
、
国
に
対
し
山
形
県
と
し
て
の
強
い
要

望
を

　

国
の
制
度
創
設
ま
で
の
間
、
県
に
よ
る
医
療
給
付
制
度
を
高
校
生

ま
で
拡
大

２
．
一
般
国
道
の
整
備
促
進
及
び
現
道
国
道
４
５
８
号
線
の
速
度
抑
制

に
つ
い
て

○
一
般
国
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

・
大
寺
小
学
校
以
北
~
中
山
町
境
界
の
目
に
見
え
る
事
業
の
推
進
を

　

・
大
塚
地
内
~
町
中
央
公
園
の
調
査
費
計
上
に
よ
る
早
期
事
業
化
を

○
現
道
国
道
４
５
８
号
へ
の
速
度
抑
制
対
策
に
つ
い
て

　

高
楯
地
内
の
国
道
４
５
８
号
と
県
道
山
辺
中
山
線
と
の
交
差
点
か

ら
西
側
の
東
進
車
線
に
速
度
抑
制
路
面
表
示
な
ど
の
安
全
対
策
を

３
．
主
要
地
方
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

○
主
要
地
方
道
山
形
朝
日
線
（
山
辺
工
区
）
道
路
整
備
事
業
促
進
に

つ
い
て

　

歩
道
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

別
の
狭
い
道
を
通
学
路
に
使
う
子

ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
な
道
作
り

の
た
め
に
整
備
促
進
の
加
速
化
を

○
山
形
山
辺
線
（
下
原
地
内
）
道
路

整
備
事
業
化
に
つ
い
て

　

狭
い
道
路
の
通
勤
通
学
時
の

す
れ
違
い
困
難
解
消
の
た
め
、
滝

平
地
内
の
工
事
が
迅
速
に
完
成
し
、

バ
ス
路
線
に
も
な
っ
て
い
る
下
原

地
内
の
早
期
事
業
化
を

町
税
条
例
・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
専
決
処
分

　

国
の
税
制
改
正
に
よ
り
令
和
４
年
４
月
１
日

よ
り
改
正
。

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分

　

令
和
４
年
度
第
一
回
定
例
会
で
議
決
し
た
後
、

各
種
交
付
金
な
ど
の
確
定
に
よ
り
補
正

　

１
億
５
７
９
３
万
８
千
円
の
増

　

総
額　

66
億
４
１
６
６
万
９
千
円

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

１
７
２
４
万
９
千
円

○
認
定
農
業
者
支
援
事
業

１
５
０
０
万
円

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
補
助
金

　
　
　

３
２
６
０
万
円

○
小
学
校
ト
イ
レ
工
事

１
０
１
５
万
３
千
円

○
ふ
る
さ
と
資
料
館
お
よ
び
ふ
る
さ
と
交
流

セ
ン
タ
ー
工
事

３
２
２
万
３
千
円

○
町
民
体
育
館
仮
設
非
常
用
発
電
機
リ
ー
ス
料

２
５
５
万
円

な
ど

　

９
２
１
０
万
３
千
円
の
増

　

総
額　

57
億
５
６
３
７
万
２
千
円

令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
︵
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
︶
に
よ
り
非
接
触
納
付
シ
ス

テ
ム
導
入
業
務
委
託
料

１
０
８
万
９
千
円

令
和
４
年
度
公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
︵
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
︶
に
よ
り
非
接
触
納
付
シ
ス

テ
ム
導
入
業
務
委
託
料

１
９
５
万
８
千
円

繰※

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

○
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

３
２
３
７
万
３
千
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

５
６
１
３
万
８
千
円

○
体
育
施
設
維
持
管
理
事
業
１
１
０
０
万
円

な
ど
を
令
和
４
年
度
に
繰
越
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